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皆さん、こんにちは。静岡大学の加藤です。今か

ら30分ぐらいかけてお話しさせていただきたいと

思っています。今日は２つ、お伝えしたいことがあっ

て、１つは「今の社会において高校に行かないとい

うことが意味すること」と、もう１つは「中学１年

生のところにある希望」についてです。この「希望」

は大人から見ての希望かもしれないのですが、それ

でも今の子どもたちに対して何かできることがある

のではないかという話をしたいと思っています。な

ぜこういうことを言うかというと、若い人たちの問

題とか、彼らのことを語るときに、どうしても悲観

的な話が多くて、「じゃあ、どうすればいいのか」み

たいな話がほとんど出てこないというのが、自分な

んかはすごく不満に思っているところなので、何か

少しでも良いところはないかというところを探して

いきたいというのが、最終的な狙いです。とはいう

ものの、前半は悲観的な話をせざるを得なくて、後

半で「じゃあ、どうするんだ」という話をしていき

たいなと思っています。その前にちょっとだけ自己

紹介をさせてください。今、僕は静岡大学というと

ころにいるのですが、所属は大学院で、教職大学院

といわれるところにいます。ということはどういう

ことかというと、教えている院生さんの３分の２は

現職の小中高の先生です。しかも現場でもう20年ぐ

らい経験を積まれてきている先生です。その中で聞

く話などを交えながら、最近の中学・高校生の動向

とか、彼らに何が必要なのかということを話してい

きたいと思います。それともう１つ、大学で教えて

いるのもそうなんですけど、実際に支援という現場

に入らせてもらっています。そこであったことなど

も交えながら今日は話を進めていきます。

なにを話すのか？

最初に、論旨というか、何を話すのかということ

から言っておきます。今日は教育からの早期離脱者、

具体的には中卒者についてお話しするのですが、シ

ンプルな問いを立てるとするならば、１つは「どう

なっているんだ？」というところを話していきたい

なと思っています。今、中卒者というのはそんなに

多くなく少数派ですが、そういう状況の中で、中学

だけ卒業して、高校へ行かないということが意味す

ることとは何か。そのことを理解するために、大規

模調査の結果をもとに、中卒者の現状についてお話

ししていきたいと思います。もう１つは、それでは、

そういう人たちに対して「どうするんだ？」という

話をしたいと思います。私は発達心理学が専門なの

で、発達的に見ていったい何か現状で打てる手はな

いのか、要するに、「だめになった、だめになった」

ということばかり言っていてもしょうがないわけで

すから、「じゃあ、これからどうするのか」というと

きに、発達心理学という限られた立場からですが、

何かできることはないかという話をしていきたいと

思っています。まとめると、まず前半では中卒者が

置かれている現状を把握します。これはどちらかと

いうと悲観的な話になります。それから後半の部分

は、中卒者の人たちというのは、中学までは、学校

に通っているわけですから、その段階でどういう関

わりをすれば、教育につなぎ止められるか、その可

能性をどうやって高めていくのか、というような話

をしたいと思います。

そして結論から言うと、中学１年生の、しかもか
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なり初期の段階に、どうかかわるかということが重

要なんじゃないかというのが、最後に提起したいお

話です。

成熟志向の弱さと広域化

では、中身に入っていきます。事例から入ってい

きたいのですが、最近、気になることがあります。

私は研究でどういう現象を研究で扱っているかとい

うと、非行少年個人というよりも、荒れる学校とか、

運営が困難になってしまった学級とか集団の問題で

す。そこに調査や会議などいろんな形で入らせても

らって、それがどういうメカニズムで起きて、どう

いうメカニズムで収束していくのかみたいなことを

専門に研究しています。いわゆる荒れている中学校

とかに行って話を伺ったり、あるいはその立て直し

じゃないですけれども、会議なんかに出させても

らったり、調査して、コメントしたりみたいな仕事

をしています。そういうことをする中でここ数年気

になることがありました。１つは、何て表現してい

いか難しいのですが、成熟志向の弱さです。例えば、

学校が荒れてしまったときに、中学３年生の最後の

進路指導のところで、いわゆるヤンキーとか不良と

呼ばれる人たちに対してどういう指導が行われるか

というと、先に職場体験をさせるわけですね。よく

あるのは、工事現場とかに行って仕事を体験させて、

それを出席として見なしてカウントしていきましょ

うというようなものです。ところで、昔だとそうい

う現場に生徒が行って帰ってくると、その作業着と

かを着て中学校にわざわざ現れていたらしいのです

ね、仕事が終わった後に。そして、その姿を同級生

に見せたら、「かっこいい」みたいな雰囲気があった。

ところが、最近、中学校の先生と話をしていると、

そういう職場からさっさと逃げ帰ってきちゃう生徒

が結構いるらしいのです。要するに職業体験に行く

のだけれど、ぼろぼろにされて帰ってきちゃうとい

う話なんですね。それで『どうしてそんなことにな

るのだろう？』と思って、先生の話を聞いていると、

「根性がなくなってきた」みたいな話になるのです

が、よくよくその生徒さんたちの話とか、今、高校

中退して現場で働いている人たちの話を聞いている

と、なかなか現場は厳しいということが分かります。

どういうことが起きているかというと、要するにし

ごきがあるわけですね。「のろのろしているんじゃね

え 」みたいな感じで、それこそ暴力をふるわれる

みたいなことがあるらしいのです。

もちろん、こうしたしごきは昔からあったみたい

です。ところがちょっと前までは、それは『こいつ

は俺たちの仲間にできるか』どうかということを試

すためにしごいていたらしいのですね。しかし最近

は不況などで状況が厳しくなってきているので、「こ

いつが職場に入ってくることによって俺たちの仕事

が奪われるんじゃないか」という形で最初から排除

を目指してやられるらしいのです。それから雨の日

が続いてしまうと、職によっては仕事が無くて、ま

すますそこにいる人たちが不安になりますから、そ

うするとどうするかというと、『こいつらが来なけれ

ばいいのに……』という感じで、本気でいじめに入っ

て排除しちゃうみたいなことが、どうも起きてきて

いるらしい。そう考えると、生徒たちの根性だけの

問題じゃないだろうし、さらにはそういう職場に対

してあこがれる意識や『早く社会に出たい』といっ

た成熟志向はなかなか育たないだろうなと思いま

す。

それからもう１つ気になることがあって、それは

広域化といわれる問題で、非常に広い範囲で非行少

年の人たちが簡単につながってしまう現象です。昔

だったら抗争みたいに対立することはよくあったの

でしょうが、今はすぐにすごく遠くの人たちと仲良

くなっちゃうみたいなんですね。このことと関連し

て、象徴的な出来事がいくつかありました。それは

何かというと、いわゆる地元の不良グループでかな

り上の方まで行った人が、仕事を探して、都市部に

出て行った。ところが、精神的にボロボロになって

保護されて、地元に戻ってくるということが、何件

か続いたんですね。

私はそれを聞いて思ったのは、地元の不良グルー

プで上の方までいっているということは、かなり地

元に対しては幅を利かせている人たちなのだから、

なぜわざわざ外に出ていってそんな苦しい思いをし

ているのかということでした。そこで不思議に思っ

て、周りの非行少年などに関わりのある人に聞いて

みると、いわゆる地元で強かったというか、幅を利
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かせた人たちが、あんまり地元に残ってないという

ことを聞きました。何が言いたいかというと、中学

生でも活動範囲が広域化しているのだけれども、地

元で昔幅を利かせたちょっと上の世代の人たちもな

かなか地元にいられなくなって、離脱していく人た

ちが増えているのかなということです。

長くなりましたが、成熟志向の弱さと活動範囲の

広域化、この２つを念頭に置きながら、調査で今の

子どもたちの現状がどうなっているのかという話を

していきたいと思います。今日はいくつか絞ってお

話ししないとまずいので、進学意識という視点に絞

りたいと思います。進学意識というのは、「（中学校、

高校、専門学校、短大、大学のなかで）自分はどこ

まで学校を続けると思っているか」ということです。

その意識の違いによって、実は生活世界のありよう

が全然違うんじゃないかなということを、まずは示

していきたいなと思います。

中卒者の意識と現状

時間もないので、調査（青少年問題調査研究会，

2009）の概要についてはさっと言っていきたいんで

すけれども、全体でどういう調査だったかというと、

全国６府県の中高生4,780名を対象に行われた調査

で、かなり広範囲にやっていること、サンプリング

もされているということを確認してください。あと

もう１つは、この中には非行少年も1,090名含まれ

ています。全国で補導された人たちにも聞いている

ので、それなりのサンプル数があるということを理

解して聞いていただきたいと思います。今から進学

意識の違いによるデータの差をざっと見ていっても

らいます。まず調査対象者の構成はこんなふうに

なっています。グレーのところに注目していただき

たいんですけど、一番左のところが、いわゆる中学

でもう学校をやめちゃうよという人たち、もうそれ

以上進学しませんという人たちを表しています。

全体で見ると、2.2％ぐらいが中卒で社会に出てい

くというか、この時点で「高校は行かないよ」と言っ

ている人たちです。ちなみに、この調査を実施した

のが2008年度で、その年度の高校進学率は97.8％

です。

これから、中学でやめちゃうよ、高校でやめちゃ

うよ、専門学校まで行くよ、大学まで行くよという

人がどのような意識をもっているのかをざっと見て

いきます。まず学校についてのことを聞いていきま

した。ラインが入っているところは統計的に有意な

差があるということを意味しています。

学校生活とそこでの
人間関係への意識

次ページのグラフの一番左の棒を見ていただきた

いんですけど、この人たちが、いわゆる中卒者にな

るだろうという人たちです。やっぱり「学校生活は

楽しい」という得点が低いですね。それから「クラ

スにとけこめない」というは、逆に高いです。ちな

みに、この質問は「ぜんぜん当てはまらない？ と

ても当てはまる」までの４件法で聞きました。まと

めるとこの２つの質問から、中卒者の人は「学校で
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居場所がないのだろうな」ということは、よく分か

るのではないかなと思います。これが１つめです。

それでは人間関係はどうでしょう。例えば、私は、

中学でやめる人で不良と言われる人たちというの

は、わりと友だちと仲良くやっているのではないか

とか、意外に先生からかわいがられたりするのでは

ないかなと思っていました。ところが、「先生に反発

を感じる」というのが高く、「困ったとき学校には相

談できる人がいる」というのが低いという結果でし

た。つまり、学校の中の人間関係でもなかなか厳し

い状況に置かれているのではないかというのが、こ

の調査で分かったことです。

家族・地域への意識

どんどんいきたいなと思うのですけど、じゃあ、

親子関係はどうか。次ページのグラフを見て下さい。

予想通りなのですけど、あんまりよくないわけです

ね。それからその一方で、問題行動の経験、（この１

年の間に）「喫煙をしたことがありますか」、「飲酒は

したことありますか」とか、それから「人を脅して

お金を取ったことがありますか」みたいな点は、やっ

ぱりほかの子たちよりも高く予想通りという感じで

した。

私がこの調査をやっていて、『意外だな』と思った
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のは次からです。中学で学校をやめる人たち、その

中には不良と言われる人たちが多く含まれるのでは

ないかと思うのですが、彼らは地域の中では彼らな

りのコミュニティを持っていて、やりとりなんかし

ているのではないかと今までは思っていました。そ

こで地域との関係を調べてみました。ところが、例

えば、「地域の人が困ったときに力になってくれます

か？」という得点も圧倒的に中学で学校をやめるよ

という人が低いのです。

それから、僕は不良といえばお祭りだろうと勝手

に思い（本当はそんな安直な発想ではまずいのかも

しれませんが）調べてみました。ところが、お祭り

への参加度も非常に低い。それで思い出したのは、

自分が、かつてかかわっていた学校のことです。こ

の学校は生徒たちの非行化傾向が非常に問題視され

ていたので、夏祭りでの問題を警戒して、教員によ

る警備を厳しくしていました。それで夏休みが終

わった後に校内会議があったので行ってみると「今

年は不良グループの子たちが１人もお祭りに現れな

かった。よかった、よかった」みたいな話になって

いるわけですね。居場所という視点で考えると、地

域の行事に居られない状態になっていると考える

と、本当にそれがいいことなのかなと思うこともあ

ります。

それからもう１つ意外だったのは、「年上の人にめ

んどうを見てもらった」というのが低いことです。

中卒者＝不良少年にはならないにしても、どちらか

というとそういう人たちが多数含まれていると思わ
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れます。それで不良グループというのは上下のつな

がりがしっかりしているのかと思いきや、やっぱり

そんなことないのだなというのが調査の結果から感

じたことです。

ケータイ電話の使用

では、「何か彼らが優っているところがあるのか」

ということを見ていったら、１つは携帯電話の使用

頻度が非常に高かったです。例えば「中学校までで

やめます」と言っている人たちというのは、平均し

て１日に電話を７回以上かけています。それから

メールは65回以上、きれいに進学意識と対応してい

て、進学を早々に切り上げる人たちほど、携帯電話・

メールの使用頻度は高いです。

それから、mixiやモバゲー、出会い系サイトと

いったウェブサービスとの接触でいうと、やっぱり

その利用率なんかも、中学まででやめちゃうよとい

う人たちというのは高い。つまり、中卒者というの

は、学校はそんなに面白くないかもしれませんが、

携帯の使い方とかメディアとの接し方とかはよく

知っている。ただその分、携帯への依存度も高いで

す。例えば、「携帯電話がないと落ち着かない」とか、

「夜寝るときも携帯電話を枕元に置いている」という

ようなことを聞いているのですが、そういうのを見

ると、やっぱり中学まででやめちゃうよという人た

ちが非常に高いという結果が出ました。

ここまで駆け足で来たのですけど、何となく中学

で学校へ行くのをやめちゃうよという人たちの実態

を知っていただけたのではないでしょうか。ここで

一度、中間まとめをしておきたいと思っています。

簡単に言ってみれば、進学意識によって生活世界と

か人間関係も違うし、学校での感じ方も、それから

メディアとの接し方も違うということです。

具体的に言うと、学校が楽しくなく、クラスには

溶け込めてない感じを持っていて、教師との関係も

良くなく、困ったときに相談できる人もいないとい

うのが、中学で教育を切り上げる人たちにとっての

学校の雰囲気なんじゃないかなと思います。家庭に

ついては、親との関係もよくなく、問題行動を取る

頻度も高い。それから地域についても、これもまた

困っているようなときに助けてくれたり、面倒を見

てくれる人が少ない。でも、メディアに関していえ

ば、携帯の使用頻度が高くて、ウェブサービスの利

用度は高いという感じです。つまり、学校から早く

離脱する人ほど社会的に包摂されてないということ

ですね。その代わり携帯やウェブといったメディア

への接触は高いので、いろいろな情報は入ってきて

いるというのが現状なんじゃないかなと思います。

私はこの結果を見たときに、『なるほど』と思った

と同時に、要するに問題というのが広域化している

ということは、地元からの離脱を意味しているのだ

なということです。社会学だと「地元つながり文化」

（新谷，2008）という言葉があるらしいのですが、中

卒者というのは、その地元つながり文化から離脱し

ちゃっている。適切な言葉か分からないのですが、

低学歴の人たちの流動性が高まっていて、地元に残

らないでどこかに行ってしまっているのだなという

ことが、このデータなんかを見ながら感じたことで

す。これは私の個人的な印象かもしれないですけど、

自分が中学生・高校生のときを思い返してみると、

だいたい学歴の低い人ほど、つまり、中卒者の人ほ

ど、地元に残った気がするんですね。その次に高校

へ行った人たちが、その町から出て隣の市に行くと

か。そして大学に行く人たちはさらに遠くまで行っ

ているという感じ。このように学歴が高い人たちほ

ど流動性が高いという印象を持っています。実際に

表 進学意識の違いによる携帯電話の使用頻度
(一日の使用回数の平均値）

中学校

まで

高校

まで

短大・

専門学校

大学

まで

わから

ない

電話の回数

メールの回数

35

 

C：シンポジウムⅡ「学校の限界線上における学び」



自分の身近なところでいうとそういう感じでした。

しかし、それが今は逆になっちゃっていて、今、学

生を見ていると大学生の地元へのＵターン率とか高

いですよね。

大学生の人たちが地元に帰ってきて、昔は高卒者

などがついていた職業をかっさらっていって、高卒

者の人たちが、中卒者の人たちがかつては就いてい

た職業に就く。そうすると不況が合わさって、地元

に仕事がほとんど残ってないという状況ができ、そ

のぶんどり合いのときに、中卒者の人たちというの

はなかなか厳しいところがあるのではないかなと思

います。実は今、若い人たちの流動性に関しては私

が先ほど述べたことと逆のことが起きているのでは

ないでしょうか。つまり、学歴の高い人ほど地元に

残るような傾向です。だから不良グループでかなり

いいところまでいった人でも地元に残れない。普通

はそういう人は地元でうまくやっているのではない

かと勝手に思っていたのですが、そんなわけでもな

くて、大都市を転々としながら、最終的にはぼろぼ

ろになって地元に帰ってくるみたいな現状があるの

ではないかなと思います。そうやって考えてみると、

非正規雇用の人たちが、地元から遠く離れたところ

でいろいろなトラブルを起こしているなんていう

ニュースを見ると、ある意味でこの現状を象徴して

いるのではないかなぁと素朴に思いました。

では、どうするか？

世の中をはかなんでばかりいてもしょうがないの

で、「こういう人たちにこれからどうするのか」とい

うことと、「今後こういう人たちをなるべく減らして

いくためにはどうしていくべきなのか」ということ

について考えて行きたいと思います。まず前提とし

て私の考えを述べておくと、私自身は、なるべく中

卒ではなく、高校まで進学してもらえた方がいいん

じゃないかと思っています。なぜかというと、先の

調査でみたように、学校や地域の人間関係が希薄な

人ほど、中卒で社会に出ていく傾向にありました。

これは社会で生きて行くには非常に厳しいと個人的

には思います。だから、そういう人ほど、なるべく

長い間、教育に包摂されている方がいいのではない

かなと思うのです。そこで何か希望となるようなこ

とはないのかなと思って、他の心理学者などの研究

を踏まえつつ、今から中学生のことを少しお話しし

ていきたいなと思います。そして、また結論から先

に言うと、中１の１学期をどうするかということが

重要なのではないかということです。

まずデータを示します（都筑，2005）。これは小中

学生の自尊心の変化を追ったグラフです。今日の午

前の部でも、「自己肯定感」という言葉がでましたが、

似たような概念です。要するに「自分のことが好き

か」とか、「自分に自信があるか」みたいなことを聞

いています。コホートごとの折れ線グラフなので、

図 自尊心に関するコホート研究（都筑， )
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小４コホートというのは、小学４年生の１学期の時

点からこの調査を受け始め、中学校１年生の１学期

まで追跡されているということです。同様に小５コ

ホートとは、小学５年生の１学期から中学２年生の

１学期まで、小６コホートは、小学６年生の１学期

から中学３年生の１学期までということで、いずれ

も４年間追跡調査を行っているということです。

グラフを少し解説すると、折れ線グラフそれぞれ

の違いというのは、学年のカラーみたいなのを表し

ています。例えば、小４コホートは、小５コホート

に比べて、小学６年生の１学期までは高い位置で推

移していますから、自尊心が概ね高く、結構元気な

学年だったのかもしれません。このように各コホー

トによって違うところもあるのですが、共通してい

るところも何カ所かあります。その中で特に注目し

たいのは、小学６年から中学１年生になるところで、

どのコホートも自尊心が上がるということです。似

たようなことは様々な研究で繰り返し確認されてい

ます（例えば、小野寺，2009）。

最近の子どもたちは自尊心が低いということがい

われています。しかし、よく見ると結構、学年によ

る違いがありますし、変動もあります。ただ共通し

ているのは小６の３学期から中１の１学期のところ

で自尊心が一時的に上がるということです。ところ

が残念なことに、この変化は、学校の先生には見え

にくい変化だと思います。なぜかというと、小学校

の先生からすれば、小学６年生３学期にかけて、子

どもたちの自尊心下がっていく姿をみて、さような

ら＝卒業ですし、中学校の先生たちからすれば、中

学校へ入ったときに上がっているのだけれども、で

も自分たちが見られる３年間はずっと下がっていく

姿だからです。そんなわけで「最近の子どもたちは

自分に自信が持てない」みたいな話が教育現場では

強くなるのかもしれません。しかし実は小中の移行

を挟んで見ると、そこは結構ポジティブな変化があ

るのだということ、これに注目していただきたいで

す。

このようにとらえるなら、いわゆる中１ギャップ

といわれる現象も違う視点でとらえることができま

す。ふつう中１ギャップは、「中だるみ」とかいわれ、

ネガティブな時期ととらえられることが多いです。

しかし、発達心理学的に見ると、自尊心が一瞬上が

る時期でもあるということ。要するにポジティブな

変化が表れる時期なんじゃないかなというふうに、

データから見れば考えられるのではないかと思いま

す。

さらに興味深いのは、実はこういうポジティブな

変化というのは、小学校のときに最も不適応だった

生徒に顕著に起きるということです。例えば、次の

グラフを見て下さい（都筑，2008）。

小学６年生の段階で、学校への適応や学習状況か

ら、生徒を学校忌避群、勉強嫌悪群、学校教授群、

勉強ストレス群に分け、それぞれのタイプの生徒が

小学校から中学校への移行でどのように変化するの

かを追ったものです。各タイプについて少し説明を

すると、学校忌避群というのは、一番適応が悪い生

徒群です。要するに小学６年生の段階で学校生活も

楽しくないし、勉強も楽しくないよと言っていた人

図 将来への渇望（都筑， ） 図 授業の楽しさ（都筑， ）
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たちです。次に勉強嫌悪群というのは、学校はまあ

楽しいんだけど、勉強は嫌いみたいな人たちですね。

そして、学校享受群というのは一番適応している人

たちで、最後に勉強ストレス群というのは、勉強は

できるんだけれどもストレスを感じているというよ

うな人たちです。それで小学６年から中学１年に上

がるところで、どのタイプの人たちに変化が起きる

かというと、例えば「将来の渇望」で見てみましょ

う。「将来の渇望」と言うと、ちょっと難しい感じが

しますが、簡単に言うと、「自分なりに目標を持ちた

い」とか「将来計画を持ちたい」、つまり、夢を持ち

たいみたいな話です。では、どのタイプの人たちが

こういう夢に関わる意識が高まるかというと、学校

忌避群、要するに小学校のときに一番不適応を起こ

していた人たちなのですね。それ以外の人たちはみ

んな微妙に下がっています。その中で、このタイプ

の生徒たちだけが、目標を持ちたい、将来計画をも

ちたいという気持ちを高めているということです。

それから「授業の楽しさ」についても見てみると、

やはり学校忌避群、もっとも不適応を起こしていた

生徒群で上がります。それからもう１つ、勉強嫌悪

群、小学校時代に「勉強は嫌いだよ」と言っていた

人たちですね。この勉強嫌悪群という人たちも上が

るんですね。ところが見ていただいたら分かる通り、

小学校から個人内の変化では確かにこれらの意識は

向上しています。けれども、中学校の先生が見える

のは、図の右側の中学１年生の部分だけです。そう

するといくら学校忌避群の得点が上がったといって

も、他の群との比較で見ると、やはり相対的な位置

は低いのです。ですから、他の生徒との比較で見る

と（たとえその生徒の中で小学校と比べて上がった

としても）、「モチベーションが低い」みたいに見え

るかもしれません。だけれども、しつこいですが、

個人内の変化で見るとぐんと上がるのは、実は小学

校のときに一番面白くない思いをした人たちだとい

うことを、ここでは理解していただきたいなと思い

ます。

こういう変化は他にも「勉強が分かる」でも起き

て、「学校に行きたくない」ということについては逆

に、学校忌避群と勉強嫌悪群の生徒たちだけが低下

します。つまり、中学１年生の１学期の時点でいう

ならば、勉強のことも授業のことも将来のことも、

それから学校へ行きたいという気持ちにも、学校忌

避群にはポジティブな変化が表れているんだという

ことです。まとめると、「小学校のときに、ネガティ

ブだった群にポジティブな変化が起きる」というの

が、小学校から中学校の移行期であり、この時期を

活かせるかどうかが１つのターニングポイントにな

るのではないかということです。ところが、中学校

の先生たちとよく話をしていて聞くのは、「中学生活

のターニングポイントは、中２の夏休みにある」と

いうような話なのですね。要するに中２の夏休みに、

そこである非行的な経験を積んで、学校へ来たら金

髪になって非行化が始まり、手に負えない事態に

なっていくということです。そのようなわけで中２

の１学期から夏休みをどう締めるかということが問

題だという話になっちゃうんですね。もちろん、ター

ニングポイントは中２にもあるのかもしれないので

すが、研究の結果からすると中１のほうにも、ポジ

ティブなターニングポイントがあり、もっとそこに

目を向けるべきなんじゃないかなということです。

これこそがこの発表で提案したいことです。

今、現場で聞いていると、小中連携ということは

よく言われて、実際に取り組みがなされています。

で、そこで具体的に何がやり取りされているかとい

うと、多くは、小学校のときに問題を起こした子の

情報で、中学校はどういうふうに待ち構えるかとい

うことだったりします。これは私の個人的な経験に

偏ったことかもしれませんが、やっぱり生徒指導的

な対応で待ち構えていることがすごく多い。あの子

は大変な子だから、ちょっと不適切な言い方かもし

れませんが、男性の強面の先生のところに付けちゃ

おうとか、逆に子どもの気持ちがよく分かる生徒指

導のうまい先生のところに付けようという話になる

んだけれども、先の研究結果（都筑，2008）から分

かるのは、実は学習指導をどうするかということの

方が重要なんじゃないかということです。要するに、

待ち構えて、「最初が肝心」という感じで初めの指導

でぐっと締めることよりも、実は「お前のために勉

強を準備しておいたぞ」みたいな指導の方が有効な

のかもしれません。一瞬やる気になっていますから、

こういうときにどういう教材を提示できるかという

ことが、実は大切になってくるんじゃないかと思い

ます。もちろん現場の先生の中２に対するイメージ

38



というのは、結構当たっているところがあって、そ

れを裏付けるような調査もあります。少年非行の再

犯を予測する要因に関する研究なのですが、例えば、

中２の学業成績が再犯率をすごく予測するというこ

とが言われています（岡邊，2010）。具体的には、非

行を起こした少年のうち、中２時の成績が「下」の

グループと「上～中の下」のグループで500日後の

再犯率を比較すると、「下」のグループの人たちの

25％が再犯を犯しているのに対し、「上～中の下」の

グループの人たちは10％未満の者しか再犯してい

ません。こういう傾向は、700日後、1000日後と時

間経過を経るほど、開きが大きくなる傾向がありま

す。

つまり、中２の成績が悪いということは、実は非

行の再犯を結構予測するということであり、さらに

言うなら、中学校２年生のときに成績が悪いという

ことは、再犯という点では、かなりリスクだという

ことです。何が言いたいかというと、先生たちが言

う、中２のときの生活態度とか、それから学力みた

いな部分が、子どもたちの反社会的な行動というの

を決めているというのは、感覚としては分かるので

す。でも非行研究的にいうと、手遅れというとよく

ないですが、この時点で介入しようと思っても、な

かなか改善が難しいということが、データ上は言え

ると思います。

ほかにもいろいろ予測する要因というのがあっ

て、よくいわれているのは向社会的な友人の存在で

す。非行少年というのは人間関係が悪いとか、希薄

化しているから非行を起こすと言われますが、調査

をすると支持されないことが多い。逆に結構、非行

少年のほうが、一般少年に比べ人間関係はよかった

りします。ただ問題なのは、付き合っている相手が

どういう人かということで、やっぱり非行少年の友

だちには、非行少年が多く、それが逸脱行動を引き

起こす要因になっているということが言われていま

す。つまり、非行に関しては、「どんな関係を築いて

いるか」よりも「誰と付き合うか」ということが大

切だということです。先ほど取り上げた研究（岡邊，

2010）でも言われていることですが、向社会的な人

（まじめでみんなに信頼されているような人）が、友

人の中に少ない人ほど再犯の傾向も高まっていきま

す。要するに自分の周りで非行を犯す人たちがいっ

ぱいいれば、手段も学びますし、そういう雰囲気に

もなりやすいので、再犯率も高くなるというシンプ

ルな結果ですね。

お伝えしたかったことを、まとめていきたいと思

います。

１つは、「小中移行では小学校時に不適応だった群

に、ポジティブな変化が起きるんですよ」というこ

とです。２つは、「中学２年時の低学力というのが、

再非行をどうも促進するらしいよ」ということ。そ

れから３つ目、「向社会的な友人の存在が、再非行を

抑止する」ということです。

最後のところについて付言するなら、要するに、

非行しない友だちをたくさん持っているということ

がとても重要なんですね。残念ながら向社会的な友

人というのは、昼間のコンビニとかにはあまりいま

せん。どこにいるかというと学校にいます。つまり、

どういうことかというと、非行の再犯を防ぐには、

その生徒を学校の中にどうやってつなぎ止めておく

かということが、最大の課題なんだということです。

これは学校の先生にとってはお耳の痛い話かもしれ

ませんが、やっぱり帰宅指導（例えば、服装が整っ

ていないということを理由に、学校に入れないよう

な指導）をしてしまうと、非行（再犯）のリスクは

どうしても上がってしまう。恐らく学校の先生から

すれば、このことは感覚的に分かっているけどやら

ざるを得ないというのが現状で、現場の苦しいとこ

ろだと思います。でも、それは再犯という視点から

みると、すごくリスキーな選択肢なんだということ

は理解していただきたいと思います。

以上のことを考えるなら、再非行の抑止、このこ

とは中学校以降の教育からの離脱を抑止することに

つながると思うのですが、それには、まず「中２の

成績を中程度にどうやってとどめるか」ということ。

それから、「日々の生活の中で学校の中に居られる」

ということ。この２つがとても重要だということで

す。

そのときに中２になってから何か介入するので

は、あまりにも大変になので、じゃあ、中１の頭の

ところにあるポジティブな変化をどうやってつかま

えることができるかということが極めて重要になっ

てくると思います。しかし、自分の周りにいる現役

の先生に聞くと、中１の頭は本当に忙しくて、そん
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なことをやっている時間はありませんという話も聞

きます。先生は忙しい。なので、大切なのはその忙

しい中で、どこに労力を注ぐのが有効かという視点

だと思います。そして、このように考えたときに、

私自身は中１の頭のところの学習指導をどう厚くし

ていくかとか、あるいは小学校から中学校への移行

期にある春休みのところで大学生とかをうまく使っ

て、学習指導なんかということを入れられると良い

のではないかと思っています。もちろん、すべての

人が救えるとは思わないけれども、でも何か今より

もましなことはできるんじゃないのかななんてこと

を思っています。

それでは最後に全体をまとめておきたいと思いま

す。まず「高校に行かないということが何を意味し

ているのか」ということが１つ目の問いでした。そ

れに対しては、本当に彼らは何も持たずに、つまり、

お金も持ってなければ人との関係も持たずに、携帯

電話だけをもって社会に出ていっているというの

が、実情なのではないかということです。というこ

とは、やっぱり学校からの離脱が即、人間社会と言っ

たら失礼なんですけど、要するに地元社会からの離

脱でもあるし、ある種の健全と言われる人間関係か

らの撤退ということともかなりの関連しているよう

に思います。だから、いかにして若い人たちを教育

につなぎ止めておくかということは、非常に重要な

課題にこれからはなってくるんじゃないかというの

が、この発表を通して、訴えたかったことの１つめ

です。そのときに、学校が頑張るだけではいけない

ので、私たち研究者ができるのは、ささやかなこと

ですけど、じゃあ、どこで頑張ればいいんだよって、

どこで頑張ることが最も成果を出せるのか、成果っ

てあんまり言っちゃいけないな、教育が最も機能す

るのかということを考えたときに、問題を抱えてい

る子どもの場合、中学１年時の初期だということで

す。

先ほど見ていただいた中学１年生のポジティブな

変化というのは、実は２学期以降はどんどん消えて

いっちゃうらしいんですね。そう考えると、中学校

入学直後にあるポジティブな変化を、どうつかまえ

るかというのがとっても大事なんじゃないかなと思

います。これは、一方で中１ギャップというのが、

すごくネガティブなイメージで広がってしまってい

るんだけれど、実はこの時期こそ教育の力が最も発

揮される時期だということを示していると思いま

す。私が今の教育において問題だと思うのは、教師

が教師として機能させてもらえない、あるいは教師

が教師として勝負させてもらえないところです。給

食費の取り立てとか、保護者対応とかという、やら

なきゃいけないこととは思いますけど、先生が一番

力を発揮できるのは何はさておき、授業＝学習指導

だと思います。「できれば誰よりもうまい授業をやり

たいな」と思って先生になったっていう人って多い

と思うんですよね。それに対して「誰よりも問題児

を追っかけ回すのをうまくなりたいぞ」と思って先

生になったなんて人はあんまりいないと思います。

だから、そういう意味で、先生が一番、力を発揮し

てもらえるのは中１の頭のところじゃないのかなな

んていうふうに思っています。

それともう１つ大切なことは、実は、「支援、支

援」って世の中では言うんだけれども、それにはタイ

ミングがあるということです。当たり前の話なんで

すけど、受け取る側のタイミングというのがあるん

だということもしっかり理解していただきたいなと

いうのがあります。いつでも誰でも支援をしたら、

それを受け取ってくれるほど、子どもは甘い存在

じゃなくて、やっぱりこういうふうにやりたいよと

思っている時期に、どうやって大人の側がかみ合わ

せていくかみたいなことが大切なんじゃないかなと

思っています。それから、指導と学習の関係のとら

え直しです。どうしても生徒指導上の問題がある子

どもに対しては、さっきも言った通り、どうやって

厳しく指導していくかという話が多くなってしまう

のだけれども、今、学校の教育現場を見ていると、

それだけではなかなか苦しいなと思います。例えば、

服装が整っていない。実は親が制服を洗ってくれな

くてそうなっていることも多々あるのですが、制服

以外の服装で学校に登校してきたとします。それが

また不道徳な服装だったりするわけですね。そのと

きに、どうなっちゃうかというと、「ルールを守らな

いんだから学校には入れないよ」、つまり、帰宅指導

みたいなことが結構なされたりします。そうすると

授業も受けられない、給食も食べられない、友だち

にも会わせてもらえないみたいなことになっちゃう

わけですね。個人的には１つ欠けちゃうと、すごく

40



失うものが多いのが日本の生徒指導の現状なんじゃ

ないかなというふうに思っています。そういう中で、

服装が整っていない子が学校に来たときに、言葉は

悪いですが「お前みたいな奴こそ、勉強する必要が

あるんだから、授業だけは受けていけ」という指導

の方向性も必要なのではないかと思います。つまり、

生徒指導上の問題に、学習指導でふんばるという方

向性が、これからとても大切な視点なんじゃないか

なと思います。

それから３つ目なんですけれども、これは心理学

研究に対する批判です。今、心理学研究ってどうい

う調査がはやっているかといったら、縦断研究がす

ごくはやっています。もっと言うならば、発達障碍

の問題とかも絡んでいるんですけど、幼少期のある

要因が、小学校時とか中学校時とか、あるいは成人

後の問題行動をどう予測するかみたいな研究がすご

く増えているんですね。とらえ方によっては、要す

るに小さい頃の要因が、将来まで決めちゃうよみた

いな取られ方をしてしまうような研究が、すごく多

いです。それに対してここで示した研究が持ってい

る意味というのは、実は何回か人生の中には、やり

直せる（やり直したいと思う）時期があって、特に

支援と相性が良い時期がありますよということを示

していることにあると思うんですね。私たちがやら

なきゃいけないことは何かというと、実はこういう

細かなポジティブな変化って発達の端々にあると思

うのでそれをしっかりと捕まえて、蓄積していく作

業だと思います。でもその一方で、現在の心理学界

では初期体験や生得性を重視する傾向が強まってい

るように思います。そういう意味でも自戒の念も込

めて、初期体験重視ということを見直していく必要

があるんじゃないかなと思います。ちょっと時間が

オーバーしてすみませんでした。これでは私の話題

提供にさせていただきたいと思います。ありがとう

ございました。

質疑応答部分

（質問１) どういうアプローチで中１の危機みたい

なものを、きちっとやる気になっていくということ

ができるのか？

（質問２) 中１のところで、これは都筑学さんの

データですけど、中１のところで授業の楽しさが上

がっているというのは、これは中１の授業を受けた

後のデータでしょうか。

（加藤) 受けた後です。

（質問２) 受けた後。中１で授業を受けた後上がっ

て。

（質問２) でも４月から、６月からではだいぶ違う

と思うんですよね。

（加藤) そうです、６月の時点ですね。

（質問２) ああ、そうですか。それで上がったのに、

その後落ちるというのが、どう考えたらいいのか？

（質問３) 中１の最初で、学習指導に光を当てるこ

とが大事だという点について、具体的にそういうこ

とをやっている事例・成果、そういうものを持って

いらっしゃるかどうか。

（加藤) 答えやすい方からいくと、中１のところで

取り組みをやって成果が上がっている事例や研究と

いうのは、私自身は知らないです。なので、やりた

いなと思っているというのが、正直なところで、そ

のためにどういうやり方があり得るのかということ

を考えています。それと授業がよかったからそう

言っているのか、モチベーションが上がっているか

らそう言っているのかという問題ですが、中学に

入ったときにそれこそリセットということじゃない

ですけれども、「小学校の時にうまく行かなかったか

ら、中学でもう１度やり直したい」という感覚とい

うのが効いているのではないかと個人的には思って

います。また、その感覚が下がり始めるところには

何があるかというと、中間試験が終わったりとか、

期末試験とかがあるので、その後の影響というのは

あるんじゃないかなというのが今思っていることで

す。したがって、１学期の定期試験前までのところ

でどういう取り組みをするかが大切で、具体的には、

いったん上がったモチベーションを低下させないた

めにはというのが、ポイントになると思っています。

また小中連携の取り組みについて別の視点から言

わせてもらうと、例えば、うちの教職大学院の院生

さんがやった取り組みがあります。それは中学生を

小学校に派遣して、小学６年生に対して中学校の紹

介をしてもらうみたいな実践です。この取り組みは、
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どちらかというと不適応群の生徒ではなくて、かな

り学力や適応の良い子たちに効果的であったように

思います。というのも、小学校の時に頑張れていた

生徒さんたちにも「中学校へ行くと先輩にシメられ

る」みたいな思いがあるんですね。「部活が怖い」と

か。逆に今の生活が充実している分、将来への不安

が高いのかもしれません。なので事前に中学生が来

て、関わってくれるということは、そういう不安感

を下げるには役に立ったようです。

ということは何が言いたいかというと、小学校か

ら中学校へ上がるときに、一括して中１ギャップと

かいわれて移行を何とかしなきゃいけないと考えら

れているのですが、実はそこには生徒のタイプに

よって、ニーズの差があるのではないかということ

です。したがって、小中連携といっても、いくつか

の層に分けた支援策が必要になってくるんじゃない

かと思います。

特に今日のお話で大切なのは、いわゆる小学校の

ときに不適応を起こしかけた子どもたちとか、低学

力の人たちに対しては、「生徒指導的なかかわり」よ

りも「学習指導的なかかわり」の方が大切で、それ

は「勉強をしろ」ということよりも、「君が来るのを

待っていたんだよ」という感じでかかわってもらえ

るような関わり方があるといいんじゃないかなと。

そういうのは個人的にやってくださっている先生は

いると思います。

中学校ではよく新入生が入ってくる前に「○○小

学校の今年の６年生は大変だ」とか話しているのを

聞きます。ただその６年生が、そのまま中学生になっ

て、予想通り、中２ぐらいで問題が噴出する学校と、

逆に問題がまったく出てこない学校があるんです

ね。むしろ「逆に学校に活気が出た」みたいなこと

を言っている学校もあります。そういう学校の先生

に、「どんな取り組みをしたのですか？」と聞くと、

案外「特別なことは何もしていない」とか「普通に

やるべきことをやっただけ」みたいな答えが返って

きます。実際、そういう学校の実践をよく見てみる

と、「生徒指導的に特別なかかわり」をしているとい

うよりも、「勉強を見るぞ」とか、よく先生の方から

話しかけ、生徒の話を聞いているとか、ちょっと気

になる子に「うちの部活に来いよ」と誘ってくれた

りとか、通常、教師が生徒にやるべきことをきちん

と丁寧にやってくれている。包摂するような働き掛

けをしてくれているということがあるんじゃないか

なと思います。

（司会) 外国の話を少しされたんですけど、ありま

すかね。

（加藤) 外国に関してはさっぱり分かりません。た

だ、国内で問題になってくるのは、小中一貫教育を

どう考えるかという話があると思います。それこそ

今日の発表で示した移行期の研究を行っている都筑

学先生が最近書いていますが（都筑，2011）、やっぱ

り校種が変わることによるポジティブな意味がある

のだろうと思います。そのため小中一貫教育は、こ

こをリセットできない状態にするという問題をはら

んでいるかもしれません。つまり、小学校で起きた

問題をそのまま固定化していくという可能性もある

ということです。そういう意味では外国の状況と比

較して、小中一貫みたいな実践をすでにやられてい

る国の教育問題の状況を調べることに、意味はある

でしょう。ただ私自身は外国のデータに関して分か

らないので、今後調べたいなと思います。

（質問４) 例えば中学校の英語。初めてでみんな同

じ共通のスタートだから、ちょっと頑張るとか。

中学時代の友だち関係を全部リセット。誰も自分

の知らない高校への進学願望。思春期や青年期のリ

セット機会。それがどういうふうに、生かされるか。

要するに中退経験というのがリセットになるかなら

ないのか。中退して大学に行っているやつって全然

リセットがかかってない。もし「中退経験」を逆に

リセットとして生かすとすれば、どういう生かし方

があるのか。

それこそ学校の外と中の境界線上に、「いかがわし

い空間」をつくるというようなイメージ。

（加藤)「移行期にすべてこのようなポジティブな

変化は起きるのか？」と言われると、たぶん高校の

ところでは中学ほど劇的には起きないだろうなと思

います。例えば都筑先生の研究でいうと（都筑，

2009）、中学校からの高校への移行は結構複雑で、あ

る部分ではポジティブな変化が起きるのだけれど、

ある部分ではネガティブな変化が起きるというよう

なことが指摘されています。なぜかというと、やっ

ぱり高校ではセレクションがかかるので、要するに、
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自分の希望通りの高校に行けた人たちは上がるかも

しれないけれども、自分の希望通りじゃなければ、

そこで落ち着いてしまうという可能性があるんじゃ

ないかなと思っています。

もう１つ言うと、なぜ中１で起きるかというと、

中学入学にセレクションがかかってないということ

もありますが、発達心理学的に見れば、自尊心って

だいたい小学校の４年生ぐらいから高２ぐらいまで

下がり続けるというのが、先進国の傾向として共通

しているんですね。要するに下がっているところで

どういうイベントがどういう形で起きるかというこ

とが、重要なんじゃないかなと個人的には思ってい

ます。

（司会) お１人ずつ、最後のまとめなり、ご感想な

りを一言お願いしたいと思います。

（加藤) どうもありがとうございました。一言で今

日のお話のまとめをするならば、自分がいつも考え

ていることなのですが、子どもを変えるというより

も、子どもにまず合わせていくことが大切なのでは

ないかと。当たり前の話なんですけれども、そこを

改めて大切にしたいなと思っています。例えば、現

場に行くと、今日取り上げた自尊心や自己肯定感な

どがキーワードになって、それを高めようなんてい

う取り組みが、結構多くの学校で学年を問わずやら

れています。

でも心理学者の立場からするとそれはものすごく

難しいプロジェクトで、発達的に見れば下がるのが

正常なわけですから、維持するならまだしも、それ

を、上げるなんてことは相当難しいだろうなと思う

わけですね。そのときに僕は、教育現場で何が起き

ているかというと、ある面で「ちゃんと子どもを見

てないんじゃないかな？」と思うところがあります。

つまり、普通に思春期の子どもたちと日常的に関

わっている者であれば、この時期が「肯定や安定」

などではなく、「否定や不安定さ」あるいは「揺らぎ」

によって特徴づけられるものであることは誰だって

知っていると思います。だから、こういう取り組み

を見ると、教育目標のほうに目が行って、子どもが

見えなくなっているんじゃないかと思います。これ

はただ先生を責めてるわけではなくて、「子どもを見

られなくなっている現場の状況」を見ないといけな

いということを言っているつもりです。そうしない

と悪者探しをして終わりになってしまうと思います

ので、「余裕を持って、子どもとかかわれるためには

どうすればいいんだろうか？」というところを、私

は心理学者なのに、心の問題よりも「心の問題を十

分に扱えるためには、どういう条件を作らなければ

いけないのか？」ということを、もっと考えなきゃ

いけないのかなと今は思っています。
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